
【
注
】

（
1
）
吉
兆
胡
同
　
北
京
に
同
名
の
胡
同
は
実
在
し
た
。
朝
陽
門
を
入
り
一
ブ
ロ
ッ
ク
ゆ
く
と
朝
陽
門
北
大
街
と
ク
ロ
ス
す
る
、
そ
れ
を
三
筋
北
上
す
る

と
右
手
、
つ
ま
り
東
側
に
東
西
に
伸
び
る
街
路
が
あ
る
、
そ
れ
が
か
つ
て
吉
兆
胡
同
と
呼
ば
れ
た
。
も
と
胡
同
の
形
が
凸
凹
し
て
い
て
鶏
の
爪
に
似

て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
一
名
鶏
爪
胡
同
と
呼
ば
れ
、
音
が
近
い
の
で
鶏
罩
胡
同
と
も
呼
ば
れ
た
。
鶏
罩
と
は
鶏
を
臨
時
に
止
め
て
お
く
、
竹
で
荒
く

編
ん
だ
鳥
籠
、
伏
籠
の
こ
と
、
昔
の
日
本
で
も
農
村
な
ら
ど
こ
に
で
も
転
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
段
祺
瑞
が
近
く
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
鶏
罩
胡

同
を
出
入
り
し
た
の
で
、
天
下
の
執
政
が
鶏
の
籠
に
い
た
の
で
は
具
合
が
悪
い
と
い
う
の
で
、
音
が
近
く
て
め
で
た
い
名
の
吉
兆
胡
同
に
改
め
ら
れ

た
の
だ
と
い
う
伝
説
で
有
名
な
場
所
で
も
あ
る
。
実
際
に
は
清
朝
の
昔
か
ら
吉
兆
胡
同
と
言
っ
た
の
だ
そ
う
で
、「
鶏
罩
胡
同
」
伝
説
は
後
か
ら
の

作
り
話
だ
と
言
う
。
こ
の
吉
兆
胡
同
も
市
街
地
再
開
発
で
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
昔
の
面
影
は
全
く
な
い
そ
う
で
あ
る
。
涓
生
ら
の
住
ん
だ
「
吉
兆
胡

同
」
は
し
か
し
名
だ
け
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
実
在
の
胡
同
と
は
関
係
が
な
い
だ
ろ
う
。
吉
兆
で
あ
れ
と
祈
っ
た
二
人
の
行
先
が
結
局
は

そ
れ
と
は
裏
腹
の
凶
兆
で
あ
っ
た
と
い
う
話
に
ひ
っ
か
け
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
北
京
に
は
こ
れ
と
よ
く
似
た
名
前
の
「
吉
祥
胡
同
」
と
い
う
の

が
三
箇
所
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
東
・
西
吉
祥
胡
同
が
景
山
公
園
の
東
北
、
地
安
門
大
街
の
南
側
に
あ
り
、
東
吉
祥
胡
同
に
は
当
時
魯
迅
た
ち
と
論
争

を
し
て
い
た
『
現
代
評
論
』
派
の
陳
源
た
ち
が
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ
に
当
て
こ
す
っ
て
涓
生
ら
を
住
ま
わ
せ
た
と
い
う
説
も
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
名
前
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
き
た
思
い
違
い
の
付
会
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
英
訳
は“S

elected
S
tories

of
L
u
H
su
n
”

訳
者
不
詳
　
外
文
出
版
社1954

年
初
版
　“R

egret
for

th
e
p
ast”

。
同
じ
く
外
文
出
版
社1963

年
第
二

版
（1960

年
初
版
）
の“S
elected

S
tories

of
L
u
H
su
n
”

と
比
較
し
て
、
語
句
や
言
い
回
し
に
幾
ら
か
の
違
い
は
あ
る
が
基
本
的
に
は
同
文
と
認
め

ら
れ
る
の
で
、
お
そ
ら
くY

an
g
H
sien

-y
i/G

lad
y
Y
an

g

両
氏
の
共
訳
な
の
で
あ
ろ
う
。
仏
訳
は“N

ou
velles

ch
oisies

L
ou

S
in
”

訳
者
不
詳
　
外
文

出
版
社1974

年
第
二
版
増
訂
本“R

egret
d
u
p
assé”

に
依
る
。
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生
路
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路
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3

不
能
開
闢
新
的
生
路
的
人
（
全
集p

.122

）

　
英
訳p

.188
a
m
an

......w
ou

ld
n
ever

fi
n
d
a
n
ew

p
ath

.
　
仏
訳p
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n
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m
e
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e
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frayer
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n
ch

em
in

n
ou

veau
.

4

人
的
生
活
的
第
一
着
是
求
生
、
向
着
求
生
的
道
路

　
英
訳p

.188
(sh

e)
d
id

n
ot

realize
th
e
fi
rst

th
in
g
in

life
is

to
m
ake

a
liv

in
g,

　
仏
訳p

.247
elle

ou
b
liait

q
u
e
le

p
rem

ier
b
u
t
d
e
la

v
ie

d
’u
n
h
om

m
e
est

d
e
se

faire
u
n
e
v
ie

et
q
u
e,

d
an

s
la

rech
erch

e
d
e
cette

rou
te

d
e

la
v
ie,

5

我
們
新
的
道
路
的
開
闢
（
全
集p

.123

）

　
英
訳p

.188
w
e
cou

ld
m
ake

a
fresh

start
d
ep

en
d
on

th
is.

　
仏
訳p

.247
il
d
ép

en
d
ait

d
e
cette

ten
tative

q
u
’u
n
n
ou

veau
ch

em
in

n
ou

s
fû
t
ou

vert.

6

新
的
路
的
開
闢
、
新
的
生
活
的
再
造
（
全
集p

.123

）

　
英
訳p

.189
m
ake

a
fresh

start
an

d
tu
rn

over
a
n
ew

leaf,

　
仏
訳p

.248
p
ren

d
re

u
n
n
ou

veau
d
ép

art
et

tou
rn
er

u
n
e
n
ou

velle
p
age.

7

生
活
的
路
還
很
多
（
全
集p

.124

）

　
英
訳p

.189
th
ere

are
p
len

ty
of

w
ay

s
op

en
to

m
e,

　
仏
訳p

.248
D
e
m
u
ltip

les
ch
em

in
s
s’ou

v
ren

t
d
evan

t
m
oi.

8

又
（
同
上
）

　
英
訳p

.190

同
上

　
仏
訳p

.249
je

p
en

sais
q
u
e
d
evan

t
m
oi

s’ou
v
raien

t
d
e
m
u
ltip

les
ch
em

in
s,

9

新
的
生
路
横
在
前
面
（
全
集p

.124

）

　
英
訳p

.190
I
often

saw
like

a
fl
ash

a
n
ew

p
ath

a
h
ead

of
m
e.

　
仏
訳p

.249
je

voyait
sou

ven
t
en

u
n
éclair

u
n
e
n
ou

velle
rou

te
q
u
i
s’ou

v
rait

d
evan

t
m
oi;

　
新
生
面
（
全
集p

.124

）

　
英
訳p

.190
I
really

felt
th
is

n
ew

life
w
as

ju
st

rou
n
d
th
e
corn

er.
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仏
訳p

.249
cette

n
ou

velle
face

d
e
la

v
ie

allait
se

p
résen

ter
á
m
oi.

10

現
出
脱
走
的
路
径
（
全
集p

.126

）

　
英
訳p

.I
b
egan

to
glim

p
se

a
w
ay

ou
t
of

th
is

h
eav

y
op

p
ression

.
　
仏
訳p

.251
je

com
m
en

çai
á
en

trevoir
d
es

rou
tes

p
ar

où

…
…

11

新
的
生
路
自
然
還
很
多
（
全
集p

.129

）

　
英
訳p

.195
th
ere

w
ere

m
an

y
w
ay

s
op

en
to

m
e,

　
仏
訳p

.254
je

savais
b
ien

su
r
q
u
e
les

n
ovelles

rou
tes

d
e
la

v
ie

étaien
t
en

core
trés

n
om

b
reu

ses,

12

新
的
生
路
還
很
多
（
全
集p

.129

）

　
英
訳p

.195

同
上

　
仏
訳p

.254
B
eau

cou
p
d
e
rou

tes
s’ou

v
ren

t
en

core
d
evan

t
m
oi;

13

那
生
路
（
全
集p

.129

）

　
英
訳p

.195
th
e
w
ay

seem
s
like

a
great,

grey
serp

en
t,

　
仏
訳p

.254
J’en

ap
erçois

u
n
e,

p
arfois,

p
areille

á
u
n
lon

g
serp

en
t
grisâtre

…
…

14

新
的
生
路
（
全
集p

.130

）

　
英
訳p

.196
th
is

is
em

p
tier

th
an

th
e
n
ew

life.

　
仏
訳p

.255
voilá

q
u
i
est

en
core

p
lu
s
vain

q
u
e
la

n
ou

velle
rou

te
d
e
la

v
ie.

15

新
的
生
路
（
全
集p

.130

）

　
英
訳p

.196
I
m
u
st

m
ake

a
fresh

start.

　
仏
訳p

.255
je

d
ois

p
ren

d
re

u
n
n
ou

veau
d
ép

art,

16

新
的
生
路
（
全
集p

.130

）

　
英
訳p

.196
I
m
u
st

m
ake

a
fresh

start
in

life.

　
仏
訳p

.255
je

vais
p
ren

d
re

u
n
n
ou

veau
d
ép

art
d
an

s
la

v
ie,

（
3
）S.D

.

ギ
ャ
ム
ブ
ル
『
北
京
の
支
那
家
族
生
活
』（
福
武
直
訳
　
生
活
社
刊
　
昭
和
一
五
年
一
一
月
　H

ow
C
h
in
ese

F
am

ilies
live

in
P
eip

in
g
1933

）

こ
れ
は
北
京
在
住
の
全
二
百
八
十
三
家
族
の
一
九
二
六
年
一
二
月
か
ら
一
年
間
の
生
活
社
会
調
査
の
報
告
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
「
傷
逝
」
が
書
か
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れ
た
時
期
と
一
年
し
か
違
わ
な
い
。
そ
の
報
告
で
は
幾
ら
か
で
も
収
入
の
あ
る
女
性
は
全
部
で
九
十
八
人
、
そ
の
中
で
知
的
職
業
と
言
え
る
の
は
僅

か
に
医
者
一
人
と
教
師
五
人
の
六
人
に
す
ぎ
な
い
。
他
は
ほ
と
ん
ど
が
肉
体
労
働
で
あ
る
。

（
4
）「
真
実
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
　
「
真
実
を
言
う
に
は
む
ろ
ん
極
め
て
大
き
な
勇
気
が
い
る
。」
勿
体
ぶ
っ
た
言
い
様
だ
が
、
当
時
の
涓
生
に
は

勿
体
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言
語
環
境
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
言
う
の
は
こ
の
「
真
実
」
と
い
う
言
葉
に
は
そ
れ
な
り
の
来
歴
が
あ
る
ら
し
い

か
ら
で
あ
る
。「
真
実
」
と
い
う
訳
語
の
み
な
ら
ず
、
作
品
中
で
も
原
語
で
お
な
じ
く
「
真
実
」
と
書
き
表
さ
れ
る
。
当
然
漢
語
で
あ
る
。『
漢
語
大

詞
典
』
で
は
後
漢
の
荀
悦
の
『
申
鍳
』
の
用
例
が
古
い
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、「
客
観
的
事
実
と
符
合
す
る
こ
と
、
仮
で
な
い
こ
と
」
と
い
う
解
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
ふ
つ
う
に
は
仏
教
用
語
だ
と
考
え
ら
れ
、『
織
田
仏
教
大
辞
典
』
で
は
「
法
の
迷
情
を
離
れ
虚
妄
を
絶
つ
を
真
実
と
云
ふ
」

と
あ
る
。『
岩
波
仏
教
辞
典
』
で
は
「
漢
語
の
〝
真
実
〞
は
漢
訳
仏
典
に
現
れ
る
言
葉
で
そ
れ
以
前
の
中
国
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
」
と
ま
で
言

う
。
仏
教
内
部
で
は
と
も
か
く
、
仏
教
用
語
が
一
般
化
し
て
仏
教
色
を
薄
め
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
要
す
る
に
言
葉
と
し

て
は
あ
る
け
れ
ど
も
普
通
に
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
証
拠
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
民
国
を
代
表
す

る
二
冊
の
辞
書
『
辞
海
』『
辞
源
』
は
と
も
に
こ
の
語
彙
を
採
ら
な
い
。
戦
時
中
に
出
た
『
国
語
辞
典
』
で
は
か
ろ
う
じ
て
採
り
、「
偽
り
無
き
の
意

（
無
偽
之
意
）」
と
す
る
。
戦
後
の
『
新
華
字
典
』『
辞
源
』
も
語
彙
と
し
て
は
取
ら
な
い
。
そ
ん
な
言
葉
を
涓
生
は
こ
こ
で
相
当
意
味
あ
り
げ
に
使
っ

て
い
る
。
こ
の
作
品
に
と
っ
て
も
確
か
に
重
要
な
語
彙
の
一
つ
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
言
葉
に
、
こ
の
時
代
に
な
っ
て
新

た
な
意
味
が
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
学
革
命
の
「
八
不
主
義
」
の
一
つ
、
発
言
に
は
内
容
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
又
無
病
の
呻
吟
は
し

て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
す
る
主
張
と
通
底
す
る
も
の
で
、「
真
実
」
と
い
う
こ
と
ば
は
文
学
上
で
の
一
つ
の
態
度
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
そ
れ
が
こ
こ
で
は
「
真
実
は
尊
い
」
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
人
生
に
対
す
る
態
度
と
な
っ
て
倫
理
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
魯
迅
の
作
品
の

中
で
も
他
に
こ
の
言
葉
の
使
用
例
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
言
葉
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
も
っ
と
広
い
検
証
が
必
要
で

あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
断
定
は
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
魯
迅
の
こ
と
だ
か
ら
ひ
ょ
っ
と
し
て
当
時
の
日
本
文
学
た
と
え
ば
白
樺
派
な
ど
か
ら
の
影
響
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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